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未来生活懇談会報告書（１４年１２月） 
抜粋 

【未来生活懇談会】 

人口構造の変化、ＩＴ化の進展等の時代の潮流変化を踏まえ、構造改革

を通じてすべての国民が生きがいのある人生を送ることができるような

「未来の生活」を実現するために、内閣官房長官と経済財政政策担当大

臣の共催で平成 14 年５～12 月に開催された懇談会。 
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Ⅱ．未来生活を描いてみよう 
（2030 年頃に至るまでの期間を念頭に置いた生活の変化） 
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通商産業政策ビジョン（７０年代） 

（昭和４６年５月）・抜粋
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 序     説  
 

各時代はそれぞれに特有の条件と課題によって性格づけられている。 
１９４５年８月１５日からはじまる４分の１世紀は、日本の歴史の上に、ひと

つの明らかな時代を画した。天明の飢饉、応仁の大乱を思わせる飢餓と、

焦土の巷から、２０余年の間に、みずからもいぶかるほどの、「ＧＮＰ大国」が

つくりだされた。 
この大国は、たしかに、多くの欠陥や矛盾を内包している。しかし、それ

にもかかわらず、これを２０余年の古の荒廃とくらべるとき、われわれは、わ

れわれ日本人がなしとげた事業の偉大さに印象づけられるのである。 
かつて、われわれが、まず望んだことは、飢寒の克服であった。次に望ん

だことは、一面では、より豊かな物質生活の享受であり、他面では、欧米の

後塵を拝したくないという明治以来の国民的向上心の満足であった。第１

の望みは昭和２０年代にほぼ充足される。昭和３０年代以降になると、第２

の望みを達成するべく、国民的な努力が払われ、欧米諸国がいうところの

「日本経済の奇跡」が実現された。 
なぜ、このような奇跡が実現のものとなりえたのか。その過程の全面的な

解明は、なお今後の研究にまたねばならない。 
しかし、われわれは、ともかく、これだけのことをなしとげたことに対して、相

応のほこりをもってよいであろう。産業と産業政策もまた、この嵐と波の時代、

民族的飛躍の時代に、その成功の一端をになった。われわれは、今日、世

界一流の重化学工業をもっている。昭和２４年、３６０円レート設定の年、わ

ずか５億ドルに過ぎなかった輸出は、今や、２００億ドルを突破するに至って

いる。この間、日本国民は、窮乏し、耐乏し、貯蓄した。この貯蓄の大きな

部分が重化学工業における投資に積極的に誘導され、その結果鉄鋼、家

電等精強な産業が育成されたのである。これらの産業の発展は、いうまで

もなく、雇傭と所得の飛躍的増大をもたらした。かくして、後発工業国、窮

乏敗戦国という二重の負担およびその克服という歴史的課題はみごとに解

決され、その結果われわれの哀歓を塗り込めたひとつの時代が終わろうと

している。それはたんに戦後の終わりではなく、明治１００年の終わりでもあ



21

 る。黒船に驚倒した日本は、今や、世界最大の黒船輸出国となった。明
治の人々が夢にも望みえなかったことがすでに平凡な事実となってい

る。 
さて、ひとつの時代の終わりは、新しい時代の誕生を促す。ひとつの時代

が営々としてつくりあげた成果と、その裏側に蓄積された矛盾や硬直が、次

の時代をよびおこすのである。 
今まで、われわれは、はるかな「坂の上の雲」をみつめて、細いけわしい

ひとすじの坂道をわき目もふらずにのぼってきた。その努力の上に、日本経

済は今、ひとつの峠に立って、広い世界をみはるかすに至っている。 
今や、国民の基礎的な欲望が充足される結果、たんなる「もの」ではなく

て、「より美しいもの」さらには、きれいな水、澄んだ空気、住みよい都市、心

づかいの行きとどいた国土、あるいは生活の安定感、仕事の充実感等を

求めて、国民の欲求はまさに百花撩乱のおもむきを呈している。 
したがって、産業は「もの」と公害とを同時併産してもよいというような単細

胞的思考行動様式を離脱し、知恵の限りをつくして、この多彩な欲求に対

応することが要請されるに至っている。 
（以下略） 


